
 



第 11 回 頭頸部癌基礎研究会のおしらせ 

日時 平成 29 年 6 月７日（水） 17 時 30 分-19 時 30 分 

場所 ウエスティン都ホテル京都 瑞穂の間（学会第 1会場） 

会費 無料 

 

プログラム 

開会挨拶              学会事務局長  楯谷一郎 

(事務局からの連絡)       折舘伸彦（橫浜市大） 太田一郎（奈良医大）        17：30-17：35 

1. 海外留学帰国発表               座長 佐野大祐（横浜市大）     17：35-18：20 

a. “Head and neck cancer epidemiology in Milan and Salt Lake City” 

留学先：ミラノ大学、ユタ大学ハンツマン癌研究所        川北大介（ 名古屋市立大学） 

b. “Radiation-induced PD-L1 upregulation in head and neck cancer and melanoma; its role in thetumor 

microenvironment and assessment by preclinical immunoPET/CT” 

留学先： Department of Otolaryngology, University of Pittsburgh 

  菊地正弘（神戸市立医療センター中央市民病院） 

c. “Multiplex IHC & Image Cytometry を用いた頭頸部癌の免疫的特性解析” 

留学先：オレゴン健康科学大学                 辻川敬裕 (京都府立医大) 

 

2. 2016 年頭頸部癌基礎研究優秀英語論文 発表と表彰              18：25-18:40 

座長 中島寅彦（九州医療センター） 

a. APOBEC3A associates with human papillomavirus genome integration in oropharyngeal cancers. 

Oncogene. 36(12):1687-1697, 2017.           近藤 悟（金沢大学）   

b. Mutational Landscape and Antiproliferative Functions of ELF Transcription Factors in Human 

Cancer.  Cancer Res. 76(7):1814-24, 2016.       安藤瑞生（東京大学）  

    

3. 頭頸部癌基礎研究 review     折舘伸彦（橫浜市大）  18：40-19：10 

    「AACR 2016 学会レポート」         太田一郎（奈良医大） 

     「がん研究 UP TO DATE 2016 世界の基礎研究の動向」      益田宗幸（九州がんセンター）    

 

4. 多施設共同研究      座長 藤井正人（永寿総合病院）    19：10-19：30 

「中咽頭扁平上皮がんに対する集学的治療の効果とヒト乳頭腫ウイルス感染との相関に関する臨床研

究」中間報告                 藤井正人（永寿総合病院） 

「付随研究：中咽頭扁平上皮がんに対する集学的治療の効果とヒト乳頭腫ウイルス感染との相関に関するバイ

オマーカー研究」中間報告      家根旦有（近大奈良） 

        

閉会挨拶        折舘伸彦（橫浜市大） 

 

研 究 会 終 了 後 、 懇 親 会 （ 三 条 鴨 川 沿 い 「 ツ バ ク ロ す っ ぽ ん 食 堂 」 050-3464-3863 

https://r.gnavi.co.jp/kajx700/menu1/で 20 時半～; 会費 5000 円）を予定しております。  
本研究会前に出席確定者には会費と引き替えにチケットを配布します。会員以外の方も参加可能です。  
尚、研究会会場と懇親会会場は、タクシーあるいは地下鉄の移動になります。ご了承下さい。 
 

連絡先： 奈良県立医科大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 
太田一郎 iota@naramed-u.ac.jp  

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=b.%09Mutational+Landscape+and+Antiproliferative+Functions+of+ELF+Transcription+Factors+in+Human+Cancer
https://r.gnavi.co.jp/kajx700/menu1/で

